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はじめに

ヒメボタル 〃θr〃ブ2β2ry♂/2は 陸生
のホタルであり,長 野県の場合はその殆
どが深い山の中に発生している。そのた

め, 一般的にはゲンジボタル ZJ"θ/2

cr′声が2や ヘイケボタル と」"θノβノか

rθr2/為 ほどなじみのホタルとして認識
されてはいない。しかし,こ のホタルの

発光色は金色で固有であり,明 滅周期も
0.5～1.0秒足らずとフラッシュ的で束」激
が強いため、はじめてそれを目にした人
には終生忘れ得ないホタルとして記憶さ

れる。

分布は北海道を除く本州から四国,九
州全域である。長野県では1970年代初め

までは目撃情報まで加えても6箇 所足ら

ずと文字通り幻のホタルであった (三石,
2002)。ただ,そ の後は,長 野ホタルの

会会員らによる調査が精力的に進められ,
今では県内全域に広く分布することがわ

かってきている。

ホタル研究家として知られる大場 (19

90,2000),鈴 木 (1992)らによると,
ヒメボタルには個体サイズによって明ら

かに判別できる大型タイプ (平均体長 8

mm以上)の ものと,そ れ以下のサイズ

(測定方法にもよるが,三 石 (2003)に

示したこ石方式によれば7 mm前後)の 小

型タイプのものとの2タ イプがあり,両

者は地域によって明確に棲み分けしてい

るとのことである。筆者らの調査による

と,長 野県内にもこの両者が生息し, し
かも千曲川,犀 川,上 尻川 (土尻川は中

条村で犀川と合流し,そ れより下流は犀
川となる)辺 りをおよその境として,か
なり整然と棲み分けているらしいことが

わかってきた (三石,2005)。 ここでは

その様子をさらに明確なものにするため,
2005～2006年にかけて一段と調査範囲を

広げ,こ れまであいまいにされてきた関

東山塊長野県側地籍 (南佐久地方)や ,

木曾山脈地籍 (木曾地方)の 調査に取り

組むとともに,三 石 (2004,2005)でも

ふれてきた長野県寄り近県 (特に山梨県,

群馬県)の タイプ別ヒメボタルの状況も

調査して,全 体の様子をより客観的に追

求してみた。

1.新 しく確認されたヒメボタルの発生

地とその概況

表 1は ,今 回 (2005～2006年)の 調査

で確かめられたヒメボタル発生地の,お
おまかな標高,ホ タル発生状況,そ の場

所の主な植生などをまとめたものである。

- 3 5 -



表 1.ヒ メボタルの発生地とその概況

発生地名 標高(m) 発生量 発生地の主な植生

長野県

佐久市志賀

南牧村野辺山

楢川村栃洞沢

権兵衛峠

木祖村鉢盛林道

山梨県

塩山市大菩薩峠

上日川峠

河口湖町三ツ峠

都留市戸沢

下部町一色

群馬県

嬬恋村

吾妻町

1 1 0 0 - 1 2 0 0

1 2 0 0 ～1 3 0 0

1 2 0 0 ～1 3 0 0

1 2 5 0 ～1 4 0 0

1 2 0 0 ～1 3 0 0

1 6 0 0 ～1 8 0 0

1 6 0 0 ～1 7 0 0

1 6 0 0 ～1 7 0 0

5 0 0 - 6 0 0

4 0 0 - 5 0 0

少ない

中 位

少ない

少ない

少ない

中 位

多 い

少ない

多 い

多 い

カラマツ,シラルハ
ド
,コナラ,クヌキ

S,サ
サ業東,

カラマツ, ハシハ
ド
ミ, コナラ, ブリウツキ

ド
, トチ

コナラ, ミス
｀
ナラ, ヒノキゥ トチ, ヤマアン

ド
サイ

コナラ, カラマツ, ヒノキ, サワラ, エンシ
ド
ュ

コナラ,エンシ
｀
ュ,サワグルミ,カツラ,ササ類

クヌギ,ミス
｀
ナラ,エンシ
い
ュ,カエテ
ド
類,ササ類

カラマツ,]ナラ,ミス
｀
ナラ,カエデ類,ササ類

カエデ類,タ
ド
ケカハ
｀
,シラルハ
ド
,クマザサ

エノキ,クヌギ,コナデ,カエデ類,ササ類
カエデ類,コナラ,クヌギ,サワタ

｀
ルミ,ササ類

い

位

多

中

また,図 1は ,確 認されたそれらの発生

地を概図上にプロットしたものである。

表 1,図 1か らわかるように,今 回確
認された長野県内のヒメボタル発生地は,
東信地域 (長野県南佐久地方)2箇 所,
中信地域 (長野県木曾地方)3箇 所の計
5箇所であった (ただし,木 曾地籍楢川

村内の2箇所については,エ リアが近接
していたため概図上では楢川村としてま
とめて表示してある)。 また,長 野

県以外の山梨県内,群 馬県内のヒ

メボタルについては,全 国ホタル

研究会会員らの協力を得て,表
のように山梨県内 5箇所 (図で

は塩山市内の2箇所をまとめて

表示してある),群 馬県内北部

地籍 2箇所の計 7箇所で発生を

確認することができた。

2.体 長を主体としたヒメボタ
ル(♂)の体型

はじめにでも記したように,

大場 (1990,2000),鈴 木 (19
92)ら によればヒメボタルの体
型には大小2型 があるとのこと

である。表 2に は,今 回確認さ

れた長野県内 ・外のヒメボタル

襲
て
町
　
妹

◎
嗣
◎
頬
帥
③

芙

図 1.2005～06年に確認された長野県及び

長野県近隣県でのヒメボタル発生地
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の平均体サイズを示してある。ただし,

県外のホタルのうち,群 馬県内の 2箇所,
山梨県塩山市大菩薩峠のホタル,河 口湖

町三ツ峠のホタルについては,そ れぞれ

の調査者が現地で体長だけを確かめ,そ
の結果を知らせてくれたものを記してい

る。なお, これらのサイズはすべて三石

方式によっている。

表 2.2005・ 06年に確認されたヒメボタル(♂)の平均的体サイズ

県 名 発生地 体長 (mm) 体 幅 (mm) 前 胸背板幅 (mm) タ イプ
長野

山梨

群 馬

8 . 3

8 . 4

7 . 1

7 . 2

7 . 0

8 . 4

8 . 3

8 . 5

8 . 5

8 . 4

8 . 5

8 . 5

3 . 1

3 . 3

2 . 3

2 . 3

2 . 2

3 . 1

3 . 2

3 . 0

2 . 4

2 . 5

2 . 1

2 . 2

2 . 0

2 . 4

2 . 6

2 . 3

大型

大型

小型

小型

小型

大型

大型

大型

大型

大型

大型

大型

佐久市

南牧村

楢川村

木祖村

塩山市

河口湖町

都留市

下部町

嬬恋村

吾妻村

志賀

野辺山

栃洞沢

権兵衛峠

鉢盛林道

大菩薩峠

上日川峠

三ツ峠

戸沢
一色

3.体 サイズから見た分布の特異性

図2は 今回の調査で確かめられたヒメ

ボタルのタイプ別分布の様子を見たもの

である。表 2で もわかるように,長 野県

内の場合,東 信地域での2箇 所は共に大
型タイプのヒメボタル,中 信地域での 3

箇所は共に小型タイプのヒメボタルであ
った。また,山 梨県内,群 馬県内で

確かめられた 7箇所のホタルは,     る

すべて大型タイプであった。      先

図 3は 三石 (2005)に記した

長野県内のヒメボタルのタイプ

別分布の様子に,今 回新たに確

かめることのできた発生地のも
のを補充し,20 0 6年までに確認

できた長野県内33市町村 (4 6箇

所)す べてのヒメボタルの,タ

イプ別分布の様子を表示したも
のである。

また,図 4は 長野県と長野県

周辺県で,こ れまでに明らかに

されてきた大型タイプ ・小型夕

イプの分布状況を同一概図上に

プロットして,長 野県内のヒメ
ボタルとの関連性を見たもので

山 奇こ県

て竜| !

図2.2005・06年に確認されたヒメボタルのタイプ

別分布の様子 (○:大型タイプ ● :小型タイプ)
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ある。

これによると三石 (2005)で 予

告してきたように,長 野県内に見       L/ハ 百1翼及  (歌 IP

言完乞己安慕夢ルほ百啓冥盤抱混     Yら 瞳市竪J
言星にし喜P攣笛浦居場さ志唇桝      /1_立大門P  裏
右岸域に,犀 川 ・土尻川の場合は    ― ノ

大町市 麻率

こ1友亭埜1と夫響亨イを,rスぶ     ｀ 雲ヽ蟹庁lダ岩
村
. 軽孔s

タルが分布 し,千 曲ナ||の左岸域 ,    ノ 亀秋 准
市卜 魂 査鮮 ど

犀川 ・土尻川の右岸域1子
'1河 ど翠     ' 出 堺嘉汁

ロ
ギ毛晶軍

丁
O

タ イ プ の ヒ メ ボ タ ル が 分 布 し て い       【   ヤ

J ● 中

口 ょ 子

工

ぅ ち、た 鴫

ることが明らかになった。また,      ノ本18持    ● ●南牧村｀
▲
巾
   芽 野 市 _ A

●
周辺県との関係で見ると,長野県    ダ / ヤ ●辰野町
東側域に接する群馬県,埼 玉県,    こ       ●
東京都,山 梨県の場合は, これま    ＼   ●  南 箕輪村

でに確かめられたヒメボタルに関     ヽ  楢||―す

する限り,す べて大型タイプのホ     【  ヽ  ●

タルとなっており,長 野県千曲川      ■    長
谷村

右岸域に見られるヒメボタルとの       ヽ    南 信濃付

間に高い相関性のあることが示       /   ●
唆される。ただ,残 念なことで

あるが筆者の知る限りにおいて  図 3.ヒ メボタルが確認できた市町村とタイプ別
は,長 野県の西側域,北 側域に  分 布の様子 (○ :大型タイプ ● :小型タイプ)
接する富山県,新 潟県での

ヒメボタルの記録がない

(石川県内においては,小

型タイプのヒメボタルが確

認されている。加藤,2004  宮 山県

私信)。 長野県内の

ホタルとの関係を

みるためにも,上

記 2県 の早い

時期での詳

しい調査が

またれると

ころである。
東京 都

山梨県

O

●

0 ●
多治見市

0
角も昼市 0●

岡崎市

愛知県

静岡県

図4.長 野県及び周辺県のヒメボタルの

タイプ別の分布の様子 Oi大 型タイプ
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ぽ
町
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おわりに

以上,長 野県内とその周辺県で新しく

確認されたヒメボタルの発生地,お よび

その体サイズからみたヒメボタル分布の

特異性について記してみた。三石(2005)

でも簡単にふれているが,大 場 (2000,
2004他)は ,『 日本列島におけるヒメボ

タルのタイプ別分布の様子は,関 東地方

以東は主として大型のタイプ,以 西には

大型タイプと小型のタイプのホタルがパ

ッチ状に分布しているが,小 型ヒメボタ

ルの高所 (800m以上)で の記録は無い。

また,小 型ヒメボタルは南から分布拡散
し,ほ ば神奈川県と福井県を結ぶ線まで

である。』と言っている。しかし,筆 者
らが調査してきた長野県内のヒメボタル

でそれをみると,先 に記してきたように

長野県の西側域 ・南側域を中心として,

標高1000m以上の高地でも普通に小型タ

イプのヒメボタル (三石方式の沢J定によ
る)が 記録されている。もしこの見方に

誤りがなければ,100om以 上の高地にお
いても,小 型タイプのヒメボタルが見ら
れることになるし,さ らにまた,大 型夕

イプ ・小型タイプの分布境界線も大場の

言うよりはずっと東に寄って,ほ ぼフォ

ッサマグナ上にあると見るのが正しいよ
うに思われる。筆者には地学的素養はな
い。しかし,既 にゲンジボタル (目和他,
2004;馬 場他,2005),ヘ イケボタル

(三石,2006)の 遺伝子分析の中でもふ
れられているようにこのフォッサマグナ
という地質構造帯,少 なくとも長野県内
においては,筆 者らが考えている以上に

重要な,生 物地理学上の意義を担う構造

体であるのかも知れない。

最後になってしまったが,今 回の調査

に当たっては,山 梨県で全国ホタル研究
会会員後藤好正氏 (神奈川県),大 和田
正氏 (東京都),群 馬県で丸岡文夫氏

(群馬県)ら に情報の提供,現 地での採
集や記録などで大変お世話になった。こ

の場をお借りして改めてお礼を申し上げ
る。また,長 野県以外のその他の地域に

おける分布状況の大方は,大 場 (1990,

2000,2004),大 和田 (私信)ら の資料
に拠ったものである。なお,文 中の市町

村名については,こ れまでの研究経過か

らすべてを2004年末の実態で記してある。
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